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現在、ひまわり園では就労継続支援事業B型、就労移行、生活介護事業の福祉サービスを提供しています。作業班別に分けるとパン班（１５名）・製菓班（１４名）・カフェ班（２名）・生活介護（４１名）の計７２名の方が利用しています。利用者の年齢層は１０代から６０代までと幅広くご家族の抱えている問題も様々です。ひまわり園では年に１０回、保護者会が開かれ、班ごとに分かれて職員とご家族の意見交換の場があります。ご家族の年齢層も様々で、世代を超えて意見交換を行っています。ここでは生活介護の保護者会で上がったご意見を紹介したいと思います。
４０～６０代の方のご家族からはご本人の健康面や機能面の悩みが多く聞かれます。「以前はできていたことが難しくなってきた。」、「物忘れが多くなった。」や「更年期に近づき体調不良の日が増えてきて心配。」など相談されたりお話しを伺ったりすることが増えました。また、ご家族の方々も高齢となり「自分に何かあった時のことを考えると心配です。」「親も高齢になり身体的につらく、以前のように外出は難しくなってきた。」また、「本人が今できていることを維持して行けるように努力している。」という意見もあり、ひまわり園での支援も年齢にあったものを考えていく必要があると感じました。
１０～３０代の方のご家族からは「園生活について」と「自分に何かあった時に心配。」とのご意見が聞かれました。ひまわり園では年間通して特別支援学校生徒の実習や、日中一時支援の受け入れを行っています。受け入れ時は事前にご本人とご家族と面談を行いアセスメントをとり、スムーズに園生活に慣れていただけるよう支援しています。特別支援学校を卒業して間もない利用者にとっては、ひまわり園のような福祉サービス事業所での活動は緊張と不安の日々であると思います。職員や他利用者との関係を築きながら園生活に慣れるまでに多くの時間と経験が必要であると考えます。自分の気持ちを上手に表出できる人は職員と話をし言葉で伝えたり、文章にして文字で伝えたりすることはできますが、それが難しい方も少なくありません。なかには上手く自分の気持ちを伝えられず我慢をしてしまい欠勤となる利用者もいました。職員はご家族と連携を取り合いながら、ご本人の気持ちに寄り添い、ご本人のペースに合わせて支援を行い、現在は毎日出勤できています。成功体験を積むことでご本人も自分自身に自信がついてきていると考えます。
保護者との情報交換は保護者会だけでなく、日々の連絡帳や電話連絡でも行っています。
連絡帳を通じてご本人やご家族の体調や近況など園生活だけでは把握できない情報を知ることができています。また、送迎を利用されている方は送迎時の少しの時間でも、直接ご家族とお会いして話ができる為私たち職員にとっては大変貴重な時間となっています。
どの世代でも悩みとなっている「緊急時の問題」ですが、日頃からいつでも対応できる体制作りがどのご家庭にも必要だと考えます。私は「ライフサポートてをつなぐ」でヘルパー支援をおこなっていますが、ある方を取り巻く環境に驚きました。彼女を中心に各事業所職員、療育時代の先生、医師、看護師、相談機関、地域の方、そしてご家族など多くの方々がサポートに携わっています。彼女を中心に人の輪ができており今も広がっています。彼女が私に話してくれた中で印象に残ったことは、「失敗しても成功してもいろんな経験を重ねて自分で「選択」ができるようになること。そして自分の気持ちを相手に伝えられるようになること。が大切だと思います。」というものでした。「経験する」ことはご本人の意欲はもちろん必要ですが、ご家族の気持ちを切り換えることも必要だと考えます。これからもご家族と連携をとり、ご本人がいろんな経験を重ね「選択」する力が持てるよう、また今できている事を維持して行けるよう支援できればと考えています。








